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市
長
室
開
放

　
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
市

政
に
つ
い
て
市
長
と
語
り
合
い
ま
せ

ん
か
？

日
時 

22
日
㈭
15
時
〜
17
時

※
1
件
30
分

場
所 

市
役
所

申
込
期
限 

20
日
㈫
17
時
15
分

申
込・問
合
せ 

広
聴・市
民
生
活
課

☎
72・3
1
9
1

【
休
日・夜
間
交
付
】

対
象 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通

知
書・電
子
証
明
書
発
行
通
知
書
が

届
い
て
い
る
方　

※
本
人
確
認
書
類
を
持
参
の
こ
と

日
時 

①
11
日
㈰
9
時
〜
12
時

②
22
日
㈭
17
時
30
分
〜
19
時

【
申
請
受
付
臨
時
窓
口
】※
予
約
制

　
写
真
撮
影
を
行
い
、オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時 

22
日
㈭
17
時
30
分
〜
19
時

申
込
期
間 

1
日
㈭
〜
21
日
㈬

【
共
通
事
項
】

場
所・申
込・問
合
せ 

市
民
課（
市
役

所
1
階
1
番
窓
口
）☎
72・3
1
6
5

　
次
の
事
由
に
該
当
す
る
場
合
、納

税
義
務
者
の
申
請
に
よ
り
税
の
減
免

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
①
市
民
税
】　

○
学
生・生
徒

○
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保 

　
護
を
受
け
て
い
る
方

○
失
業
な
ど
に
よ
り
生
活
が
困
窮

　
し
て
い
る
方
な
ど

【
②
軽
自
動
車
税
】

○
障
が
い
の
あ
る
方
、ま
た
は
障
が

　
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
す

　
る
場
合

【
③
固
定
資
産
税・都
市
計
画
税
】

○
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保

　
護
を
受
け
て
い
る
方

○
火
災
な
ど
に
よ
り
被
害
を
受
け

　
た
家
屋
な
ど

【
共
通
事
項
】

申
請
期
限 

減
免
を
受
け
よ
う
と
す

る
市
税
の
納
期
限
ま
で   

申
請・問
合
せ 

税
務
課

①
②
☎
72・3
1
1
9

③
☎
72・3
1
2
0
／
☎
72・6
1
2
0

支
払
日 

9
日
㈮

※
昨
年
7
月
に
案
内
し
た
児
童
扶

養
手
当
現
況
届
を
未
提
出
の
方
に

は
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、至

急
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
合
せ 
子
ど
も
家
庭
課

☎
72・3
1
2
8

 

経
済
的
な
理
由
で
修
学
困
難
な
学

生・生
徒
に
返
還
不
要
の
奨
学
金
を

支
給
し
ま
す
。

定
員 

予
算
の
範
囲
内
で
決
定

申
込
方
法 

出
願
書
類（
申
込
先
と
市

Ｈ
Ｐ
か
ら
入
手
可
）を
申
込
先
ま
た

は
浜
益
学
校
教
育
課
へ
提
出

申
込
期
間 

15
日
㈭
〜
6
月
13
日
㈮

※
入
学
仕
度
資
金
は
新
入
生
の
み

支
給

※
専
修
学
校（
高
等
課
程
）は
、学
校

教
育
法
施
行
規
則
第
150
条
第
3
号

に
規
定
す
る
専
修
学
校
の
高
等
課

程
で
文
部
科
学
大
臣
が
指
定
す
る

も
の
に
限
る

※
高
校
生
等
奨
学
給
付
金・特
別
支

援
教
育
就
学
奨
励
費
の
受
給
資
格

が
あ
る
場
合
は
、給
付
金
な
ど
と
の

差
額
が
奨
学
金
支
給
額

申
込・問
合
せ 

学
校
教
育
課

（
市
役
所
4
階
）☎
72・3
1
7
1

 

4
月
1
日
以
降
に
骨
髄
な
ど（
骨

髄
ま
た
は
末
梢
血
幹
細
胞
）の
提
供

を
行
っ
た
ド
ナ
ー
の
方
に
助
成
金
を

交
付
し
ま
す
。

対
象 

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

○
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
実
施
す
る

　
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
で
骨
髄
な
ど
の

　
提
供
を
完
了
し
た
方（
提
供
者
の

　

自
己
都
合
以
外
の
理
由
で
提
供

　
が
中
止
に
な
っ
た
方
含
む
）

○
骨
髄
な
ど
の
提
供
に
関
す
る
他
の

　
助
成
金
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
方

○
骨
髄
な
ど
を
提
供
し
た
日（
提
供

　
中
止
に
な
っ
た
方
は
最
終
同
意
日
）

　
に
お
い
て
石
狩
市
に
住
民
登
録

　
の
あ
る
方

○
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

申
込
方
法 

申
請
書
に
必
要
書
類
を

添
付
し
提
出

申
込
期
間 

骨
髄
な
ど
の
提
供
が
完

了
し
た
日
ま
た
は
中
止
と
な
っ
た
日

か
ら
90
日
以
内

そ
の
ほ
か 

助
成
金
額
は
骨
髄
な
ど

の
提
供
の
た
め
に
必
要
な
次
の
通

院・入
院・面
談
に
要
し
た
日
数
×
１

万
円（
最
大
10
日
間
、限
度
額
10
万

円
）で
す

○
健
康
診
断
ま
た
は
自
己
血
の
採

　
血
の
た
め
の
通
院
な
ど

○
骨
髄
の
採
取
の
た
め
の
通
院
な
ど

○
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
ま
た
は
医
療

　
機
関
が
必
要
と
認
め
る
通
院
な
ど

申
込・問
合
せ 

健
康
推
進
課

（
り
ん
く
る
1
階
）☎
72・6
1
2
4

 　

自
営
業
の
方
な
ど
の
国
民
年
金

第
1
号
被
保
険
者
や
、60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
任
意
加
入
被
保
険
者
が

定
額
保
険
料
に
上
乗
せ
し
て
月
額

4
0
0
円
の
付
加
保
険
料
を
納
付

す
る
と
、納
め
た
期
間
に
応
じ
た
付

加
年
金
が
老
齢
基
礎
年
金
に
加
算

し
て
受
給
で
き
ま
す
。ご
希
望
の
方

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

付
加
年
金
の
受
給
額
2
0
0
円
×

付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
月
数（
2

年
で
納
付
額
と
同
額
を
受
け
取
れ
、

3
年
目
か
ら
お
得
に
な
り
ま
す
）

※
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受

け
て
い
る
方
や
国
民
年
金
基
金
に

加
入
中
の
方
は
、付
加
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

※
産
前
産
後
期
間
は
定
額
保
険
料

を
免
除
、付
加
保
険
料
の
み
納
付
可

問
合
せ 

市
民
課
☎
72・3
1
2
2

　
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
制
度
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
皆
さ
ん
の
学

習
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

※
い
し
か
り
市
民
カ
レ
ッ
ジ「
学
び

の
ス
タ
ン
プ
」対
象
講
座

【
令
和
7
年
度
新
テ
ー
マ
】

①
こ
ど
も
の
権
利

②
障
が
い
の
あ
る
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン　
な
ど

対
象 

市
内
に
在
住・通
勤・通
学
す
る

10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ   

日
時 

12
月
29
日
〜
1
月
3
日
を
除
く

10
時
〜
21
時  

申
込
方
法 

講
座
メ
ニュ
ー・日
時・会

場
を
決
め
、希
望
日
の
３
週
間
前
ま

で
に
申
込
書（
市
内
公
共
施
設
や
市

Ｈ
Ｐ
か
ら
入
手
可
）を
提
出

申
込・問
合
せ 

社
会
教
育
課

（
花
川
北
7・1 

市
民
図
書
館
内
）

☎
72・3
1
7
3

内
容 

大
腸
外
科
医
が
伝
え
る
ス
ト
ー

マ
を
持
つ
方
の
た
め
の
基
礎
知
識 

対
象 

オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛
門
ま

た
は
人
工
ぼ
う
こ
う
の
方
）と
そ
の

ご
家
族
、医
療
関
係
者
な
ど

日
時 

11
日
㈰
13
時
50
分
〜
15
時
50

分（
受
付
11
時
〜
）

場
所 

札
幌
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー（
札
幌
市
西
区
二
十
四
軒
2・6
）

講
師 

東
札
幌
病
院 

消
化
器
外
科 

医
師 

石
井
雅
之
氏

そ
の
ほ
か 

ス
ト
ー
マ
装
具
類
の
展
示

や
講
演
前
に
製
品
紹
介
あ
り

問
合
せ （
公
社
）日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
北
海
道
支
部 

事
務
局
長 

中
山
さ
ん

☎
0
1
1・7
6
4・2
8
2
4

　
納
期
限
は
６
月
２
日
㈪
で
す
。お

近
く
の
金
融
機
関・コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
で
納
め
ら
れ
る
ほ
か
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
税
、ス
マ
ホ

ア
プ
リ
納
税
も
利
用
で
き
ま
す
。

問
合
せ 

北
海
道
石
狩
振
興
局
納
税
課

☎
0
1
1・2
8
1・7
9
1
0

市役所（花川北6・1・30・2）
りんくる（花川北6・1・41・1）

問

カラスは繁殖期（４月～７月）になると、巣に近づく人を威嚇・攻撃することがあります。激しく鳴いているときは近くに巣がある可能性が高いので、
帽子や傘などで後頭部を守りながら腕をまっすぐに上げて動かさず、そっと通り過ぎましょう。（環境課☎72･3240）

ま
っ
し
ょ
う

市
長
室
開
放

市
税
の
減
免

奨
学
生
の
募
集

児
童
扶
養
手
当

骨
髄
ド
ナ
ー
助
成
制
度

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

40,000円

5,000円月額6,000円
（年額72,000円）

月額6,000円
（年額72,000円）

高等学校
中等教育学校
（後期課程）
特別支援学校
（高等部）
専修学校（高等課程）

学校の種類 奨学金 入学仕度
資金

 高等専門学校
（第1～3学年）

3月の開催状況 ■広聴・市民生活課☎72・3191問

開催日 名称（担当課） 主な議題 公開
区分

傍聴
者数

4 公
開 0石狩水道ビジョンの改定

について
水道事業運営委員会
（水道営業課）

14 公
開 0更新登録申請について福祉有償運送運営協議会

（福祉総務課）

19 公
開 1新たな地域協議組織につ

いて
厚田区地域協議会
（厚田支所地域振興課）

21 公
開 6石狩浜アクションプランの

策定について（報告）
環境審議会
（環境課）

25
非
公
開

障害者総合支援法に基づ
く介護給付等申請者の障
害支援区分の審査

障害者総合支援認定審査
会（障がい福祉課）

24

公
開 0

0

令和6年度の自転車活用
推進の取組について

自転車活用推進協議会
（企画課）

公
開

地域協議会に代わる組織
の提言書案について

浜益区地域協議会
（浜益支所地域振興課）

26

公
開 1

0

令和6年度における行政
改革大綱の進捗状況につ
いて

行政改革懇話会
（財政課）

公
開

令和7年度主要な社会教
育事業の概要について

社会教育委員の会議
（社会教育課）

6 公
開 0

石狩市学校部活動におけ
る合同部活動の導入又は
地域人材を活用した部活
動指導員等の配置等の地
域連携及び多様な組織・
団体が運営する地域クラ
ブ活動での受け皿を確保
する等の地域移行の在り
方について

学校部活動の地域連携・
地域移行等に関する関係
機関等協議会会議
（学校教育課）

非
公
開

要介護、要支援の審査・判
定（3月中7回開催）

介護認定審査会
（高齢者支援課）

市民の声を活かす条例 審議会のうごき
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職場における火災は、従業員の命の危険のほか、業務の中断や損失など会社にとって深刻な影響を与える可能性があります。日頃から火災予防を意
識し、防火対策をしっかり行いながら安心安全な職場環境を維持しましょう。（石狩消防署警防課☎74・7165）

市
長
室
開
放

　
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
市

政
に
つ
い
て
市
長
と
語
り
合
い
ま
せ

ん
か
？

日
時 

22
日
㈭
15
時
〜
17
時

※
1
件
30
分

場
所 

市
役
所

申
込
期
限 

20
日
㈫
17
時
15
分

申
込・問
合
せ 

広
聴・市
民
生
活
課

☎
72・3
1
9
1

【
休
日・夜
間
交
付
】

対
象 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通

知
書・電
子
証
明
書
発
行
通
知
書
が

届
い
て
い
る
方　

※
本
人
確
認
書
類
を
持
参
の
こ
と

日
時 

①
11
日
㈰
9
時
〜
12
時

②
22
日
㈭
17
時
30
分
〜
19
時

【
申
請
受
付
臨
時
窓
口
】※
予
約
制

　
写
真
撮
影
を
行
い
、オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時 

22
日
㈭
17
時
30
分
〜
19
時

申
込
期
間 

1
日
㈭
〜
21
日
㈬

【
共
通
事
項
】

場
所・申
込・問
合
せ 

市
民
課（
市
役

所
1
階
1
番
窓
口
）☎
72・3
1
6
5

　
次
の
事
由
に
該
当
す
る
場
合
、納

税
義
務
者
の
申
請
に
よ
り
税
の
減
免

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
①
市
民
税
】　

○
学
生・生
徒

○
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保 

　
護
を
受
け
て
い
る
方

○
失
業
な
ど
に
よ
り
生
活
が
困
窮

　
し
て
い
る
方
な
ど

【
②
軽
自
動
車
税
】

○
障
が
い
の
あ
る
方
、ま
た
は
障
が

　
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
す

　
る
場
合

【
③
固
定
資
産
税・都
市
計
画
税
】

○
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保

　
護
を
受
け
て
い
る
方

○
火
災
な
ど
に
よ
り
被
害
を
受
け

　
た
家
屋
な
ど

【
共
通
事
項
】

申
請
期
限 

減
免
を
受
け
よ
う
と
す

る
市
税
の
納
期
限
ま
で   

申
請・問
合
せ 

税
務
課

①
②
☎
72・3
1
1
9

③
☎
72・3
1
2
0
／
☎
72・6
1
2
0

支
払
日 

9
日
㈮

※
昨
年
7
月
に
案
内
し
た
児
童
扶

養
手
当
現
況
届
を
未
提
出
の
方
に

は
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、至

急
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
合
せ 

子
ど
も
家
庭
課

☎
72・3
1
2
8

 

経
済
的
な
理
由
で
修
学
困
難
な
学

生・生
徒
に
返
還
不
要
の
奨
学
金
を

支
給
し
ま
す
。

定
員 

予
算
の
範
囲
内
で
決
定

申
込
方
法 

出
願
書
類（
申
込
先
と
市

Ｈ
Ｐ
か
ら
入
手
可
）を
申
込
先
ま
た

は
浜
益
学
校
教
育
課
へ
提
出

申
込
期
間 

15
日
㈭
〜
6
月
13
日
㈮

※
入
学
仕
度
資
金
は
新
入
生
の
み

支
給

※
専
修
学
校（
高
等
課
程
）は
、学
校

教
育
法
施
行
規
則
第
150
条
第
3
号

に
規
定
す
る
専
修
学
校
の
高
等
課

程
で
文
部
科
学
大
臣
が
指
定
す
る

も
の
に
限
る

※
高
校
生
等
奨
学
給
付
金・特
別
支

援
教
育
就
学
奨
励
費
の
受
給
資
格

が
あ
る
場
合
は
、給
付
金
な
ど
と
の

差
額
が
奨
学
金
支
給
額

申
込・問
合
せ 

学
校
教
育
課

（
市
役
所
4
階
）☎
72・3
1
7
1

 

4
月
1
日
以
降
に
骨
髄
な
ど（
骨

髄
ま
た
は
末
梢
血
幹
細
胞
）の
提
供

を
行
っ
た
ド
ナ
ー
の
方
に
助
成
金
を

交
付
し
ま
す
。

対
象 

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

○
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
実
施
す
る

　
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
で
骨
髄
な
ど
の

　
提
供
を
完
了
し
た
方（
提
供
者
の

　

自
己
都
合
以
外
の
理
由
で
提
供

　
が
中
止
に
な
っ
た
方
含
む
）

○
骨
髄
な
ど
の
提
供
に
関
す
る
他
の

　
助
成
金
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
方

○
骨
髄
な
ど
を
提
供
し
た
日（
提
供

　
中
止
に
な
っ
た
方
は
最
終
同
意
日
）

　
に
お
い
て
石
狩
市
に
住
民
登
録

　
の
あ
る
方

○
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

申
込
方
法 

申
請
書
に
必
要
書
類
を

添
付
し
提
出

申
込
期
間 

骨
髄
な
ど
の
提
供
が
完

了
し
た
日
ま
た
は
中
止
と
な
っ
た
日

か
ら
90
日
以
内

そ
の
ほ
か 

助
成
金
額
は
骨
髄
な
ど

の
提
供
の
た
め
に
必
要
な
次
の
通

院・入
院・面
談
に
要
し
た
日
数
×
１

万
円（
最
大
10
日
間
、限
度
額
10
万

円
）で
す

○
健
康
診
断
ま
た
は
自
己
血
の
採

　
血
の
た
め
の
通
院
な
ど

○
骨
髄
の
採
取
の
た
め
の
通
院
な
ど

○
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
ま
た
は
医
療

　
機
関
が
必
要
と
認
め
る
通
院
な
ど

申
込・問
合
せ 

健
康
推
進
課

（
り
ん
く
る
1
階
）☎
72・6
1
2
4

 　

自
営
業
の
方
な
ど
の
国
民
年
金

第
1
号
被
保
険
者
や
、60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
任
意
加
入
被
保
険
者
が

定
額
保
険
料
に
上
乗
せ
し
て
月
額

4
0
0
円
の
付
加
保
険
料
を
納
付

す
る
と
、納
め
た
期
間
に
応
じ
た
付

加
年
金
が
老
齢
基
礎
年
金
に
加
算

し
て
受
給
で
き
ま
す
。ご
希
望
の
方

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

付
加
年
金
の
受
給
額
2
0
0
円
×

付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
月
数（
2

年
で
納
付
額
と
同
額
を
受
け
取
れ
、

3
年
目
か
ら
お
得
に
な
り
ま
す
）

※
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受

け
て
い
る
方
や
国
民
年
金
基
金
に

加
入
中
の
方
は
、付
加
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

※
産
前
産
後
期
間
は
定
額
保
険
料

を
免
除
、付
加
保
険
料
の
み
納
付
可

問
合
せ 
市
民
課
☎
72・3
1
2
2

　
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
制
度
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
皆
さ
ん
の
学

習
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

※
い
し
か
り
市
民
カ
レ
ッ
ジ「
学
び

の
ス
タ
ン
プ
」対
象
講
座

【
令
和
7
年
度
新
テ
ー
マ
】

①
こ
ど
も
の
権
利

②
障
が
い
の
あ
る
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン　
な
ど

対
象 

市
内
に
在
住・通
勤・通
学
す
る

10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ   

日
時 

12
月
29
日
〜
1
月
3
日
を
除
く

10
時
〜
21
時  

申
込
方
法 

講
座
メ
ニュ
ー・日
時・会

場
を
決
め
、希
望
日
の
３
週
間
前
ま

で
に
申
込
書（
市
内
公
共
施
設
や
市

Ｈ
Ｐ
か
ら
入
手
可
）を
提
出

申
込・問
合
せ 

社
会
教
育
課

（
花
川
北
7・1 

市
民
図
書
館
内
）

☎
72・3
1
7
3

内
容 

大
腸
外
科
医
が
伝
え
る
ス
ト
ー

マ
を
持
つ
方
の
た
め
の
基
礎
知
識 

対
象 

オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛
門
ま

た
は
人
工
ぼ
う
こ
う
の
方
）と
そ
の

ご
家
族
、医
療
関
係
者
な
ど

日
時 

11
日
㈰
13
時
50
分
〜
15
時
50

分（
受
付
11
時
〜
）

場
所 

札
幌
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー（
札
幌
市
西
区
二
十
四
軒
2・6
）

講
師 

東
札
幌
病
院 

消
化
器
外
科 

医
師 

石
井
雅
之
氏

そ
の
ほ
か 

ス
ト
ー
マ
装
具
類
の
展
示

や
講
演
前
に
製
品
紹
介
あ
り

問
合
せ （
公
社
）日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
北
海
道
支
部 

事
務
局
長 

中
山
さ
ん

☎
0
1
1・7
6
4・2
8
2
4

　
納
期
限
は
６
月
２
日
㈪
で
す
。お

近
く
の
金
融
機
関・コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
で
納
め
ら
れ
る
ほ
か
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
税
、ス
マ
ホ

ア
プ
リ
納
税
も
利
用
で
き
ま
す
。

問
合
せ 

北
海
道
石
狩
振
興
局
納
税
課

☎
0
1
1・2
8
1・7
9
1
0

国
民
年
金
の
付
加
保
険
料

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

医
療
講
演
会

令
和
７
年
度

自
動
車
税（
種
別
割
）

　今、「こどもの権利を守ろう！」という動きが世界中で活発になって
います。
　日本でも2023年に「こども基本法」が施行され、市でも本年4月1
日から「石狩市こどもの権利条例」を施行しました。これは道内にある
市の中で4番目となる先駆的な取り組みです。
　条例があったとしても、こどもの権利侵害を実際に救済する仕組み
がなければ、こどもを守ることは難しいでしょう。
　そこで、条例制定に伴い新たに設けられたのが「こどもの権利救済
委員会」。独立した組織で、「こどもの権利が侵害されているので調べ
てほしい」という申し立てに対して、事実の調査や調整を行います。そ
の窓口が「こどもの権利調査相談員」です。
　また、相談員には深刻な事態に発展する前から関係機関と連携し、
解決を図るという大切な役割もあります。そのため、まずは相談員の
存在や、新たにできた仕組みを市民の皆さんに広く知ってもらうた
め、相談員が直接、児童館や放課後児童クラブなどへ伺うほか、学校
を通じて周知します。その際、相談したいことや気になることなどあれ
ば、ぜひお気軽に声をかけてください。

こどもの権利相談ダイヤル☎72・3153問シリーズ こどもの権利を守るまち
こどもの権利調査相談員の役割

4月から相談員になりました
“ながの”です！

保育士・幼稚園教諭の資格を
持ち、学童指導員など、こども
に関連する業務経験も豊富。
2022年～2024年には本市
の「子育てコンシェルジュ」を
担当。

プロフィル

　私は2児の母で、プライ
ベートでもよく悩み相談
を受けます。第一印象は
「こわい！」と言われる私で
すが、慣れると「面白い」
「話しやすい」「フランクす
ぎる！」など、良いことづく
しですヨ。
　性格的に「困った人は
ほっとけない」タイプなの
で、小さなことでも世間話
のような感じで気軽に相談
してくれたらうれしいです。

皆さんに寄り添っていける
相談員を目指します！！


